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NEWS サービス事業体 スマート農機活用４５％
ドローン最多　用途広く費用安　農水省調査

　
　調査は昨年１１月、農業支援
サービスで収入を得ている事業
者を対象に初めて実施。３５１０の
事業者から回答を得ました。
　支援サービスで提供している
スマート農機（複数回答）は、「ド
ローン」が２３・９％で１位。「自動
走行または直線アシスト機能

付き田植え機」（１７・２％）、「無人
ヘリコプター」（１１・８％）と続きま
した。スマート農機以外も含めた
農機全体で見ると、１位はトラク
ター（５５・４％）でした。
　ドローンは、事業者が今後サー
ビス提供したいスマート農機でも
１位でした。同省は、「導入コスト

が比較的安い上、用途も幅広く
サービス面積を広げやすい」（技
術普及課）ことから活用が広がっ
ているとみています。
　スマート農機を活用したい理
由（同）は、「人員不足の解消」が
最多の６９・１％に上りました。サー
ビスを利用する農家だけでなく、
サービス事業体も人手不足に悩
む実態が浮き彫りになりました。
　スマート農機以外も含めた支
援サービス全体の提供範囲は
「市町村」が６８・９％で最多。同
省は、サービスの利点を生かす

ため「複数産地でサービスを提
供するなど、広い範囲で展開す
る事業者を増やしていきたい」
（同）としています。

（日本農業新聞　2025年7月18日）

　農薬散布や施肥、収穫作業などを請け負う「農業支援サービス」
を提供する事業者のうち、スマート農機を活用している割合が４５％
に上ることが、農水省の調べで分かりました。活用しているスマー
ト農機は「ドローン」が最多でした。農業の人手不足が深刻化す
る中、サービスを担う人員の確保や、産地や市町村をまたいだサー
ビス提供が進むかも課題になっています。

農業支援サービスで提供している
スマート農機の１位はドローン

※複数回答（出所：農水省）
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トラクター

スマート農機以外
スマート農機

【表１】補光照射位置の違いが収量性に及ぼす影響

　施設園芸において、温室内の
光環境を改善する技術としてＬ
ＥＤ補光装置を用いた群落内補
光があります。しかし、エネル

ギー効率の良い補光方法はまだ
確立されていません。そこで、果
実発達に寄与する照射方法を
最適化するため、果実の肥大ス

径が10mmに達するまでの「肥大
初期」、果実の直径が10mmから
30mmまでの「肥大盛期」、果実
の直径が 30mm以上の「肥大後
期」の各果房上10cmの位置で
照射位置を変化させました。 
　その結果、果実乾物重及び収
量は、無処理に比べすべての補
光処理区で増加しました。ま
た、肥大盛期の補光処理が最も
高い果実乾物重及び収量を達
成し、総乾物重の増加も最大と
なりました（表１）。

テージを基準に、ＬＥＤ補光装
置の照射位置を変更し、群落内
側の葉における光合成機能と地
上部乾物重に及ぼす影響につ
いて検討しました。 
　試験区は、補光装置の照射位
置を、初期位置(地上85㎝)の「固
定」に加え、１段から４段までの各
花房の開花から最初の果実の直

果実肥大盛期のＬＥＤ群落内補光は
トマト地上部乾物重量を増加させる
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※異符号間は、Tukey-Kramer検定（n=3）により有意差あり（P < 0.05）

処理区

無処理
固定
肥大初期
肥大盛期
肥大後期

2296.7 a
2690.3 b
2714.7 b
2868.0 c
2735.9 b

19.3 a
18.8 a
19.7 a
20.0 a 
19.5 a

119.0 a
143.1 b
137.8 b
143.4 b
140.3 b

27.4 c
26.5 bc
25.3 a
25.8 ab
26.9 c

17.1 a
17.2 a
16.7 a
16.6 a
16.9 a

55.5 a
56.2 ab
58.0 c
57.6 bc
56.2 ab

215.7 a
254.8 b
254.3 b
271.4 c
263.1 b

59.1 a
67.6 bc
64.3 b
69.9 cd
70.9 d

37.0 a
44.0 b
42.5 b
45.0 b
44.4 b

119.6 az
143.2 b
147.5 b
156.5 c
147.8 b
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